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Eyes absent homolog 1; Eyes absent homolog 4
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	応用
	抗原情報
	背景
	SIX1のタンパク質ホスファターゼおよび転写共活性化因子として機能し、おそらくSIX2、SIX4、SIX5の転写共活性化因子としても機能する（類似性に基づく）。ヒストンH2AXの「Tyr-142」を脱リン酸化（H2AXY142ph）するチロシンホスファターゼは、MDC1を含むDNA修復複合体のリクルートメントを介して効率的なDNA修復を促進する。ヒストンH2AXの「Tyr-142」リン酸化はDNA修復において中心的な役割を果たし、遺伝毒性ストレスに対するアポトーシス応答と修復応答を区別する指標として機能している。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	EYA1/4 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	EYA1/4 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	EYA1/4 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	EYA1/4 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

